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「～っぱなし」の意味・用法に関する研究
中 村 愛
１．はじめに
本稿は次のような「動詞の連用形＋っぱなし（っ放し）」を研究対象とする。
弟は２時間ずっと食べっぱなしだ。
弟は食べっぱなしで出かけてしまった。
は、「弟が２時間ずっと食べ続けている状態」を表し、は「弟が食事し
た後、食器等の後片づけをせずに出かけた状態」を表している。つまり、は
「今、弟が食べている状態」を表しているが、は「今、弟が食べていない状
態」を表していることから、との「～っぱなし」が表す意味は異なってい
ると言える。
先行研究においては、「～っぱなし」の意味・用法について、「～っぱなし」
の意味を分析することにより、用法分類がなされている。しかし、意味の解釈
のしかたによって分類が異なるため、客観的な分析による分類が必要であると
思われる。そこで、本稿では意味の分析のみではなく、「～っぱなし」の用例
を集めた大量のデータを用いて、「～っぱなし」が用いられる文の構造（「～っ
ぱなし」に前接する動詞や後続語等）の分析も行い、意味と文の構造の分析結
果から「～っぱなし」の意味・用法について考察する。ちなみに、大量のデー
タを用いて「～っぱなし」の文の構造を探った先行研究は、管見の限りでは皆
無である。
２．先行研究
「～っぱなし」の意味・用法について言及しているものに森田（１９８０）、渡邊
（１）
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（２０００）、小西（２００１）、須賀（２００３）、藤城（２００６）がある。
森田（１９８０：９０）では、「～っぱなし」の意味について、「『‐ぱなし』は
『放し』で、なすべき始末を怠って、そのままの状態にしてあること。初めの
行為はいちおう最後まで完全になされたのであるが、その後始末を全くしない
“……したまま放置する”状態をいう。」と記述している。渡邊（２０００）では、
「動詞の過去形＋ままだ」述語文と「動詞の連用形＋っぱなしだ」述語文の意
味的相違を明らかにする目的で、「動詞の連用形＋っぱなしだ」述語文を動詞
句の意味により、７つに分類している。小西（２００１）では、「～っぱなし」の
意味について「（なんらかの事態のあと）そのままである、という状態を叙述
する」とあり、有題「～っぱなしだ」文の用法分類について、動詞では分類不
可能であるとして、「事象の型」（「上位事象」、「下位事象」）という概念により
３つに分類している。須賀（２００３）では、用法分類に金田一（１９５０）の「継続
動詞」、「瞬間動詞」という視点が有効であるとして、２つに分類している。藤
城（２００６）では、「～っぱなし」の基本義を「発話者がある事柄の『通常なさ
れる操作や調整がない状態に放置される』という側面を捉えて提示しているこ
とを表す」と規定し、３つの用法に分類している。
このように、先行研究における「～っぱなし」の意味・用法についての言及
はさまざまであるが、その代表的な用法は、「動作・出来事の継続」用法、「結
果状態の継続」用法、「放置の状態」用法の３つであると考えられる。次に、
それぞれの用法の例文を挙げる。
２時間歌いっぱなし［藤城（２００６：１１２）］１）
昨日からこの部屋の電気はつきっぱなしだ。［小西（２００１：１２０）］
マンガが読みっぱなしだ。［渡邊（２０００：１６）］
は「動作・出来事の継続」用法で、「２時間ずっと歌い続けている状態」
を表し、は「結果状態の継続」用法で、「電気がついた後、電気がついてい
る状態が続いている状態」を表し、は「放置の状態」用法で、「マンガを読
んだ後、マンガを片付ける等の対処をせず、そのままの状態が続いている状
態」を表すとされている。先行研究におけるこれらの分類は、意味の分析によ
るものであるため、解釈のしかたによって分類が異なることが考えられる。そ
こで本稿では、大量のデータを用いて、先に挙げた３つの用法と文の構造
（「～っぱなし」に前接する動詞や後続語等）について調査を行い、「～っぱな
し」の意味・用法について分析を試みる。
（２）
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３．「～っぱなし」文の構造
この章では、新聞データの用例を基に、「～っぱなし」が用いられている文
の構造について調査を行い、先行研究における代表的な３つの用法と文の構造
について考察する。
調査資料は、『朝日新聞記事データ集１９９６～２００４年度版』の２００３年（１月１
日～１２月３１日）の１年分を使用する。用例の抽出方法は、上記の新聞データか
ら「動詞の連用形＋っぱなし」、「動詞の連用形＋っ放し」を含む文、２７５例を
抜き出し、漢字の表記の問題により、データ上では動詞が特定できない用例を
調査対象から除外した。除外した用例は次の４例である。
看板などで押さえつけられて開きっ放しの防火扉。［朝日（０３．０２）］
煙や炎の侵入を防ぐための防火扉には粘着テープが張られて開きっ放しに
なっていたうえ、階段には当時ロッカーや大量のゴミなどが放置されて唯
一の避難路も十分に確保されていなかった。［朝日（０３．０２）］
漁業者の一人がクラゲを追い出すために、網は開きっぱなし。［朝日
（０３．１２）］
門を開きっぱなしにしているという。［朝日（０３．１０）］
上記の方法で抽出した２７１例を用いて、まず、３つの用法と「～っぱなし」
に前接する動詞について調査し、次に、３つの用法と「～っぱなし」の後続語
等「～っぱなし」文の「文の型」について調査する。
３．１．「～っぱなし」に前接する動詞と用法
ここでは、先に挙げた新聞データを用いて「～っぱなし」に前接する動詞と
各用法との関係について調査する。調査方法は、まず、２７１の用例を、先行研
究の代表的な３つの用法「動作・出来事の継続」用法、「結果状態の継続」用
法、「放置の状態」用法に分類し、次に、「～っぱなし」に前接する動詞を、工
藤（１９９５）の動詞分類２）に基づいて、「主体動作動詞」（「走る」、「泣く」、「鳴
る」等）、「二側面動詞」（「上がる」、「増える」、「沈む」等）、「主体変化動詞」
（「立つ」、「座る」、「入る」等）、「主体動作・客体動き動詞」（「流す」、「鳴ら
す」、「こぐ」等）、「主体動作・客体接触動詞」（「食べる」、「踏む」、「訪問す
る」等）、「人の認識活動・言語活動・表現活動動詞」（「しゃべる」、「書く」、
「探す」等）、「主体動作・客体変化動詞」（「出す」、「開ける」、「つける」等）、
「再帰動詞」（「着る」、「脱ぐ」、「履く」等）の８つに分類した。調査の結果が
（３）
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表１である。表中の「動作・出来事の継続／結果状態の継続」は、データの情
報だけでは「動作・出来事の継続」用法と「結果状態の継続」用法のどちらに
該当するか判断不可能だったものである。
「動作・出来事の継続」用法は、「主体動作動詞」５３例、「主体動作・客体動
き動詞」１０例、「主体動作・客体接触動詞」４例、「人の認識活動・言語活動・
表現活動動詞」６例であった。～に用例の一部を挙げる。
「主体動作動詞」
１万メートルでもいっぱいいっぱいなのに、２時間も走りっぱなしなんて
無理。［朝日（０３．０８）］
「主体動作・客体動き動詞」
そんなふうにして、一日ペダルをこぎっぱなしの少年時代をすごしてきた。
［朝日（０３．０５）］
「主体動作・客体接触動詞」
チームはアクセルを踏みっ放しの状態で相手を圧倒した。［朝日
（０３．１１）］
「人の認識活動・言語活動・表現活動動詞」
カメラは回っていないのに、観客に向かってしゃべりっぱなし。［朝日
表１ 「～っぱなし」に前接する動詞と３つの用法
用法
動詞の分類
動作・出来
事の継続
動作・出来
事の継続／
結果状態の
継続
結果状態の
継続
放置の状態 合計
主体動作動詞 ５３ ０ ０ １ ５４
二側面動詞 ０ ５ ３ ０ ８
主体変化動詞 ０ ０ ４３ ０ ４３
主体動作・客体動き動詞 １０ ０ ０ １ １１
主体動作・客体接触動詞 ４ ０ ０ １ ５
人の認識活動・言語活
動・表現活動動詞
６ ０ ０ ４０ ４６
主体動作・客体変化動詞 ０ ０ ８４ １７ １０１
再帰動詞 ０ ０ ２ １ ３
合計 ７３ ５ １３２ ６１ ２７１
（４）
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（０３．１１）］
「動作・出来事の継続」用法には、全て主体の動作を表す動詞が該当し、主
体の変化を表す「主体変化動詞」が０例という結果は、「動作・出来事の継
続」用法が「動作や出来事が継続している状態」を表すため、当然の結果であ
ると言える。
「動作・出来事の継続」用法または「結果状態の継続」用法は、５例中５例
全て「二側面動詞」であった。に用例の一部を挙げる。
「二側面動詞」
地価は下がりっぱなしで、温泉街を抱える地元からは「何も移転してこな
い」とぼやきも出ていた。［朝日（０３．０９）］
は、「地価がどんどん下がっている状態」と解釈した場合、「動作・出来事
の継続」用法となり、「一度地価が下がった後、下がった状態が続いている状
態」と解釈した場合、「結果状態の継続」用法となる。このような文に「二側
面動詞」が該当したという結果から、「変化」の局面と「変化の結果」の局面
の両方を表し得るという「二側面動詞」の性質により、「～っぱなし」が「変
化」の局面を捉えると「動作・出来事の継続」用法になり、「変化の結果」の
局面を捉えると「結果状態の継続」用法になると考えられる。
「結果状態の継続」用法は、「二側面動詞」３例、「主体変化動詞」４３例、「主
体動作・客体変化動詞」８４例、「再帰動詞」２例であった。～に用例の一
部を挙げる。
「二側面動詞」
早く早くのオンパレードで、声のトーンは上がりっぱなし。［朝日
（０３．０１）］
「主体変化動詞」
新監督は９０分間、立ちっぱなしで指示を出した。［朝日（０３．０９）］
「主体動作・客体変化動詞」
ここ数日、一晩中テレビをつけっぱなしにしていた。［朝日（０３．０４）］
「再帰動詞」
お風呂に入るとき以外は腕にはめっぱなしである。［朝日（０３．０７）］
は、「二側面動詞」の性質により、「声のトーンがどんどん上がっている状
態」と、「一度声のトーンが上がった後、トーンが下がらず、その状態が続い
ている状態」のどちらも表し得るが、文脈から「変化の結果の状態」が続いて
いると判断した。ほかの２例についても同様である。
「主体変化動詞」は４３例であったが、主体の「変化」を表す動詞であるため、
（５）
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「結果状態の継続」用法に該当したことは、当然の結果であると言える。
ここで特に注目したいのは、「主体動作・客体変化動詞」８４例、「再帰動詞」
２例である。これら２つの動詞は、「動作」と「変化」の両方を表すという性
質をもっている。にもかかわらず、「動作や出来事が継続している状態」を表
す「動作・出来事の継続」用法が０例であった。つまり「ここ数日、一晩中
テレビをつけっぱなしにしていた。」では、「～っぱなし」に前接している
「（テレビを）つける」は、「テレビをつける」という主体の「動作」を表すと
ともに、「テレビがつく」という客体の「変化」を表す動詞であるが、「テレビ
をつけっぱなし」となると、「テレビを何度も何度も繰り返しつけている」と
いう「動作」の継続ではなく、「（テレビをつけた後）テレビがずっとついてい
る」という「変化」の結果の状態が継続していることを表しているのである。
「放置の状態」用法は、「人の認識活動・言語活動・表現活動動詞」４０例、
「主体動作・客体変化動詞」１７例、「主体動作動詞」、「主体動作・客体動き動
詞」、「主体動作・客体接触動詞」、「再帰動詞」がそれぞれ１例であった。～
に用例の一部を挙げる。
「主体動作動詞」
小山自身の言う「窯場荒らし」であるが、世話になりっ放しではない。塚
本は定窯白磁と景徳鎮の青白磁の技の復元でのちに人間国宝となった。
［朝日（０３．０５）］
「主体動作・客体動き動詞」
流しっぱなしだった番組が見返され、そして放送を文化と認め、知的財産
として扱うための意識改革を制作者側にも迫るものだ。［朝日（０３．１２）］
「主体動作・客体接触動詞」
クラブは、市サッカー協会関係者を中心に今月発足したばかりだ。きっか
けは、W杯後に残された、年間の維持管理費約１千万円のグラウンド。
「市に頼ってばかりではいられない。使いっ放しでなく、自分たちで主体
的に動かなければ」と女子高生からお年寄りまで約１００人が集まった。［朝
日（０３．０５）］
「主体動作・客体変化動詞」
村岡さんは手紙をもらいっぱなしとなり、返事は書けなくなりましたが、
まさに、論語にある孔子の言葉「朋（とも）あり、遠方より来る亦（ま
た）楽しからずや」の心境だったに違いありません。［朝日（０３．０３）］
「人の認識活動・言語活動・表現活動動詞」
経済界にとって望ましい政策を掲げても、言いっぱなしでは意味がない。
（６）
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［朝日（０３．０５）］
「放置の状態」用法は、「二側面動詞」と「主体変化動詞」を除く６種類の動
詞が該当している。このことから、ほかの２つの用法とは異なり、「動作」や
「変化」を問わず、あらゆる動詞が「～っぱなし」に前接し得ると考えられる。
以上の調査結果から、３つの用法は「～っぱなし」に前接する動詞に異なる
傾向があることが観察できた。また、「動作・出来事の継続」用法の場合に、
「主体動作動詞」など「動作」を表す動詞が前接することは当然の結果であっ
たが、「結果状態の継続」用法の場合に、「変化」を表す「主体変化動詞」だけ
でなく、主体の「動作」を表す「主体動作・客体変化動詞」までもが前接する
という結果は予想外であり、注目したい点である。これは「～っぱなし」が主
体の動作ではなく、客体の変化を捉えたため、「結果状態の継続」用法になっ
たと考えられる。そこで、「～っぱなし」には、「文のどこかにある『変化』に
反応して用法が決まる」という性質があるのではないかと考えられる。
３．２．「～っぱなし」文の「文の型」と用法
ここでは、「～っぱなし」文の「文の型」と、各用法との関係について調査
する。「文の型」とは、「母は働きっぱなしだった。」のような「～ダ型」、
「電話が鳴りっぱなしになり、対応に追われた。」のような「～ニナル型」、
「パソコンをつけっぱなしにして寝てしまった。」のような「～ニスル型」、
「意見の言いっぱなしはよくない。」のような「名詞化型」の４つである。調
査の方法は、３．１．と同様のデータにより、先行研究の代表的な３つの用法
「動作・出来事の継続」用法、「結果状態の継続」用法、「放置の状態」用法に
分類し、次に、先に挙げた～の「文の型」に分類した。調査の結果が表２
である。表中の「動作・出来事の継続／結果状態の継続」は、３．１．と同様に、
データの情報だけでは「動作・出来事の継続」用法と「結果状態の継続」用法
のどちらに該当するか判断不可能だったものである。
表２ 「文の型」と３つの用法
用法
文の型
動作・出来
事の継続
動作・出来
事の継続／
結果状態の
継続
結果状態の
継続
放置の状態 合計
～ダ型 ６２（８５％） ５（１００％） ７４（５６％） ５２（８５％） １９３
～ニナル型 ５（７％） ０ １１（８％） ３（５％） １９
（７）
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「動作・出来事の継続」用法は、「～ダ型」が８５％で最も多く、「～ニ
ナル型」と「～ニスル型」は７％と８％でだいたい同じくらいの割合で見ら
れ、「名詞化型」は０例であった。用例の一部を～に挙げる。
「～ダ型」
４歳の長女は昨夜、『お母さんは』と泣きっぱなしだった ［朝日
（０３．０３）］
「～ニナル型」
見学申し込みは３カ月前からだが、受け付け開始直後には電話が鳴りっぱ
なしになり、２時間ほどで締め切ってしまうほどの人気だ。［朝日
（０３．０７）］
「～ニスル型」
その３人に５分間カメラを回しっ放しにして、いい表情を狙いました。
［朝日（０３．０２）］
「動作・出来事の継続」用法または「結果状態の継続」用法は、５例全てが
であった。用例の一部をに挙げる。
「～ダ型」
米価は下がりっぱなしだ。［朝日（０３．０９）］
「結果状態の継続」用法は、「動作・出来事の継続」用法と同じくが５６％で
最も多かったが、次いでが２１％、が１５％で、との割合がほかの用法に
比べて大きい。次に用例の一部を	～
に挙げる。
「～ダ型」
	広さは約１０平方メートルで、電気ヒーターがあり、電源は２４時間入りっぱ
なしだったという。［朝日（０３．０５）
「～ニナル型」
これがないとスイッチが入りっぱなしになって細胞ががん化するとみられ
る。［朝日（０３．０７）］
「～ニスル型」
明星セメントによると、火元とみられる休憩室の乾燥室では電気ヒーター
を２４時間つけっぱなしにしていた。［朝日（０３．０５）］
「名詞化型」
～ニスル型 ６（８％） ０ ２７（２１％） ２（３％） ３５
名詞化型 ０ ０ ２０（１５％） ４（７％） ２４
合計 ７３ ５ １３２ ６１ ２７１
（８）
―１０７―
扉の閉めっぱなしは、空気のよどみの条件を満たしていたわけだ。［朝日
（０３．０５）］
「放置の状態」用法は、が８５％で最も多く、が５％、が３％、が７％
と少数で、が大多数を占めていることから、「動作・出来事の継続」用法と
似ているが、の「名詞化型」がある点で異なっている。次に用例の一部を
～に挙げる。
「～ダ型」
吉田校長は「シラバスも生徒に与えっぱなしではなく、節目で確認しなが
ら進めたい」と語る。［朝日（０３．０５）］
「～ニナル型」
河出次官は「単に意見を聴きっぱなしになるのでは意味がない」［朝日
（０３．１０）］
「～ニスル型」
	ただし、県の担当者は「植物を使うのは生態系としてのメリットはあるが、
植えっぱなしにするわけにもいかず、管理が難しい面もある」と課題をあ
げる。［朝日（０３．０９）］
「名詞化型」
２人は２２日県庁で会見し、「会議は議論というより、意見の言いっぱなし
に終始している」など問題点を指摘。［朝日（０３．０１）］
以上の調査結果から、どの用法もの割合が最も多いという点は同じである
が、「動作・出来事の継続」用法にはがなく、「結果状態の継続」用法はほか
の用法に比べてとの割合が多く、「放置の状態」用法は、「動作・出来事の
継続」用法と似ているが、があることから、３つの用法における「文の型」
は異なる傾向があると言える。
３．３．「～っぱなし」文の構造と用法のまとめ
３．１．と３．２．の結果から、「～っぱなし」に前接する動詞は、用法によって
傾向が異なることがわかった。また、「動作・出来事の継続」用法は、全て
「動作」を表す動詞が前接していたが、「動作」と「変化」の両方を表す「主体
動作・客体変化動詞」や「再帰動詞」の場合、「動作・出来事の継続」用法に
はならず、「結果状態の継続」用法か「放置の状態」用法になることから、
「～っぱなし」は「動作」と「変化」の両方がある場合、「変化」を捉える性質
があると考えられる。また、「文の型」についても、用法によって傾向が異
なっていた。
（９）
―１０６―
以上のことから、「～っぱなし」に前接する動詞と「文の型」は、用法に
よって異なる傾向が見られたため、先行研究における代表的な３つの用法分類
は、文の意味のみでなく、文の構造によっても支えられていると言える。
４．「～っぱなし」の意味
この章では、「～っぱなし」の意味について、佐治（１９８０）の「中心的性
質」と「共起的性質」という概念を用いて考察するとともに、アスペクト的視
点と「社会通念」（世間一般で支持されている常識）という視点から、意味・
用法についても考察する。
４．１．「～っぱなし」の「中心的性質」と「共起的性質」
「～っぱなし」の意味を記述するにあたり、本稿では佐治（１９８０）の「中心
的性質」と「共起的性質」という概念を用いる。佐治（１９８０）は、助詞の
「は」を例に挙げ、「中心的性質」という概念について「『は』のような、一定
の語形と意味（対象的意味とか機能的意味とか）を持つ形式には、それがどこ
に現れていても常にもっている性質があるものと仮定し、それを『中心的性
質』と呼ぶ。」と述べている。そして、「共起的性質」という概念について、
「何と共起するかによって示す性質」であると述べている。
「～っぱなし」は、先行研究でさまざまな用法分類がされているように、そ
の意味・用法は複雑である。３章の調査結果から、先行研究における代表的な
３つの用法は、前接する動詞や「文の型」に、それぞれ異なる傾向があること
が観察された。つまり、「～っぱなし」は、ある性質の動詞や「文の型」と共
起することによって用法が分かれると言える。このことは、佐治（１９８０）の
「共起的性質」の概念により説明が可能であると言える。そこで本稿では、ど
のような用法においても「～っぱなし」がもっている性質を「～っぱなし」の
「中心的性質」、ある条件が加わることにより「～っぱなし」が示す性質を
「～っぱなし」の「共起的性質」として意味・用法を考察する。
４．２．「～っぱなし」の「中心的性質」
ここでは、「～っぱなし」の「中心的性質」を以下に示す。
「～っぱなし」の「中心的性質」：
ある状態変化が起こった後、当然期待される２度目の状態変化が起こらず、
（１０）
―１０５―
その状態が継続している様子を表す
上記の「中心的性質」が先に挙げた３つの用法の全てを満たし、妥当である
ことを、～で見ていくことにする。
「動作・出来事の継続」用法
２時間歌いっぱなし［藤城（２００６：１１２）］
「歌っていない状態」から「歌う」という状態変化が起こった後、当然期待
される「歌うことを止める」という２度目の状態変化が起こらず、「歌ってい
る状態」が続いている様子を表している。
「結果状態の継続」用法
昨日からこの部屋の電気はつきっぱなしだ。［小西（２００１：１２０）］
「電気がついていない状態」から「電気がつく」という状態変化が起こった
後、当然期待される「電気が消える」という２度目の状態変化が起こらず、
「電気がついている状態」が続いている様子を表している。
「放置の状態」用法
マンガが読みっぱなしだ。［渡邊（２０００：１６）］
「マンガが読まれていない状態」から「読まれた状態になる」という状態変
化が起こった後、当然期待される「マンガを片付ける」という２度目の変化が
起こらず、「読まれた状態」が続いている様子を表している。
このように、先に挙げた「～っぱなし」の「中心的性質」は、３つの用法の
全てに共通する性質であることが確認され、妥当であると考えられる。
４．２．「～っぱなし」の「共起的性質」
４．１．でも述べたが、「～っぱなし」は、前接する動詞と「文の型」が共起
条件となってある用法を示すということは、３章の調査結果によって確認され
た。このことから、先行研究における代表的な３つの用法の分類は、文の構造
からも妥当性が示されたと言えるが、ここでは、アスペクト的視点と「社会通
念」（世間一般に支持されている常識）という視点から、３つの用法を次の図
１ように言い換え、「～っぱなし」の「共起的性質」とする。
図１ 「～っぱなし」の「共起的性質」
動作・出来事・変化継続
アスペクト的用法
共起的性質 結果継続
非アスペクト的用法
（１１）
―１０４―
「～っぱなし」の「共起的性質」は、アスペクトに関わる「アスペクト的用
法」と、アスペクトには関わらない「非アスペクト的用法」とに分かれると考
えられ、「アスペクト的用法」は動作や出来事や変化が継続している状態を表
す「動作・出来事・変化継続」と、変化の結果が継続している状態を表す「結
果継続」とに分かれると考えられる。先行研究における代表的な３つの用法の
うち、「動作・出来事の継続」用法と「結果状態の継続」用法は「アスペクト
的用法」の「動作・出来事・変化継続」に該当し、「放置の状態」用法は、「非
アスペクト的用法」に該当する。
４．２．１．「アスペクト的用法」
「～っぱなし」の「共起的性質」である「アスペクト的用法」を以下のよう
に規定する。
「アスペクト的用法」：
元の状態が変化して、それが継続している状態（「～ている」の状態）に
なった後、当然期待される元の状態への復帰（現在、継続している動作や結
果の状態が終結して元の状態に戻ること）が起こらず、その状態が継続して
いる様子を表す
「アスペクト的用法」は、「～っぱなし」が捉える状態よって「動作・出来
事・変化継続」と「結果継続」とに分かれる。次に、それぞれの用例を挙げ、
その特徴について見ていく。
「動作・出来事・変化継続」
実際に「甲子園出場」が実現した千葉大会優勝の瞬間は、あまりの感動に
泣きっぱなしで「よく覚えていない」という。［朝日（０３．０８）］
の「泣きっぱなし」は、泣いていない状態から泣き出して、泣いている状
態のときに、当然期待される元の状態への復帰（泣いている状態を止めて泣い
図２ 「動作継続」
発話時点：▼
当然期待される元の状態への復帰：
泣いている
▼
状態変化
元の状態
時間の経過
（１２）
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ていない状態に戻ること）が起こらず、泣いている状態が続いている状態を表
している。ここで注目したいのは、「～っぱなし」が「泣いている状態」（泣き
続けている状態）を捉えている点である。
HSVは一日中、問い合わせの電話が鳴りっぱなしだったという。［朝日
（０３．０４）］
の「鳴りっぱなし」は、「電話が鳴る」という出来事が起こっていない状
態から、「電話が鳴る」という出来事が頻繁に継続して起こっている状態（電
話が鳴っては止み、鳴っては止み、という状態）のときに、当然期待される元
の状態への復帰（「電話が鳴る」という出来事が続いている状態から、「電話が
鳴る」という出来事が起こっていない状態に戻ること）が起こらず、「電話が
鳴る」という出来事が続いている状態を表している。ここで注目したいのは、
「～っぱなし」が「電話が鳴っている状態」（鳴り続けている状態）を捉えてい
る点である。
米価は下がりっぱなしだ。［朝日（０３．０９）］
の「下がりっぱなし」は、米価が下がっていない状態から、下がり始めて、
徐々に下がっている状態のときに、当然期待される元の状態への復帰（徐々に
下がっている状態から下がっていない状態に戻ること）が起こらず、どんどん
下がっている状態が続いている状態を表している。ここで注目したいのは、
「～っぱなし」が「徐々に下がっている状態」（下がり続けている状態）を捉え
ている点である。
「結果継続」
校長室のドアは開けっ放しになっていた。［朝日（０３．０５）］
鳴っている
鳴る 鳴る
▼
鳴る
下がっている
▼
（１３）
図３「出来事継続」
図４ 「変化継続」
―１０２―
の「開けっ放し」は、ドアを開けていない状態から、ドアを開けて、その
ままドアを開けている状態のときに、当然期待される元の状態への復帰（ドア
を開けている状態からドアを開けていない状態に戻ること）が起こらず、ドア
を開けている状態が続いている状態を表している。ここで注目したいのは、
「～っぱなし」が「ドアを開けている状態」（開け続けている状態）を捉えてい
る点である。
「アスペクト的用法」において「～っぱなし」は、「動作・出来事・変化継
続」の場合、動作や出来事や変化が継続している状態を捉え、「結果継続」の
場合、変化の結果の状態が継続している状態を捉えていることから、両方アス
ペクトに関わっていると言える。また、「中心的性質」にある「当然期待され
る２度目の状態変化」とは、～で見たように「現在続いている動作や出来
事や変化が止まり、動作や出来事や変化が始まる前の状態に戻ること」である
という点からアスペクトと関わっていると言えるため、「動作・出来事・変化
継続」と「結果継続」は「アスペクト的用法」であると言える。
４．２．２．「非アスペクト的用法」
「～っぱなし」のもう一つの「共起的性質」である「非アスペクト的用法」
を以下のように規定する。
「非アスペクト的用法」：
何かしらの「社会通念」（世間一般に支持されている常識）が存在している
という前提条件がある場合に、ある状態変化が起こり、その「社会通念」に
沿った当然の状態変化が生じなかった状態の様子を表す
次に「非アスペクト的用法」の用例を挙げる。
経済界にとって望ましい政策を掲げても、言いっぱなしでは意味がない。
［朝日（０３．０５）］
村岡さんは手紙をもらいっぱなしとなり、返事は書けなくなりましたが、
まさに、論語にある孔子の言葉「朋（とも）あり、遠方より来る亦（ま
た）楽しからずや」の心境だったに違いありません。［朝日（０３．０３）］
の「言いっぱなし」は、「今意見を言っている状態」ではなく、「意見を
開けている
▼
（１４）
図５ 「結果継続」
―１０１―
言った後、何も対処がされていない状態」を「～っぱなし」が捉えている。つ
まり、「～っぱなし」が捉えている局面は、「言う」という動詞の本来の意味か
らは離れていると言える。このことから、の「～ぱなし」はアスペクトとは
関わりがないと考えられる。また、「非アスペクト的用法」では、「中心的性
質」にある「当然期待される２度目の状態変化」とは、「社会通念」（世間一般
に支持されている常識）により生じている「何らかの対処をすること」であり、
「社会通念」が共起条件となって「非アスペクト的用法」の意味が生じると考
えられる。先行研究における「放置の状態」用法は、この「非アスペクト的用
法」に該当すると思われる。
５．まとめ
「～っぱなし」の意味・用法について、本稿では「～っぱなし」の「中心的
性質」を「ある状態変化が起こった後、当然期待される２度目の状態変化が起
こらず、その状態が継続している様子を表す」と規定した。この性質は全ての
「～っぱなし」文に見られると考えたためである。そして、「～っぱなし」が
「主体動作動詞」など「変化」を表さない動詞と共起した場合、「動作・出来事
の継続」用法となり、「主体変化動詞」、「主体動作・客体変化動詞」など「変
化」に関わる動詞と共起した場合、「結果状態の継続」用法となる。そして、
動詞のアスペクト的性質とは関わりなく、「社会通念」の存在により生じるも
のが「放置の状態」用法である。アスペクトに関係する「アスペクト的用法」
とアスペクトに関係しない「非アスペクト的用法」を「～っぱなし」の「共起
的性質」とし、どちらの用法も先に述べた「中心的性質」を有していると思わ
れる。
本稿は動詞の連用形に接続する「～っぱなし」文を研究対象としたが、今後
はほかの「～っぱなし」文についても調査していきたい。
注
１）下線は原文にはなく、本稿で加えた。ほかの例文、用例についても同様である。
２）本稿では、基本的には工藤（１９９５）の「動詞の全体的分類」に従っているが、
「主体動作動詞」に「内的情態動詞」（「いらいらする」、「おどろく」など）を入
れている点、「主体動作動詞」と「二側面動詞」、「主体動作・客体動き動詞」、
「主体動作・客体接触動詞」を別にしている点、「再帰動詞」と「主体変化動詞」
（１５）
―１００―
を別にしている点で、工藤（１９９５）の分類と一部異なっている。
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